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(57)【要約】

【課題】回転駆動手段の構成を簡略化することにより、

簡易に且つ安価に製作できる真空成膜装置を提供する。

【解決手段】基材Ａの成膜処理が行われる真空槽本体２

と、該真空槽本体２に開閉自在に設けられる扉４と、を

備えた真空槽１と、該扉４に回転自在に設けられて前記

基材Ａが保持される保持具１９と、該保持具１９を回転

させるための回転駆動手段Ｂと、を備えた真空成膜装置

であって、該回転駆動手段Ｂが、電動機５により回転駆

動される駆動ローラ１０と、前記扉４に回転自在に設け

られ、且つ該扉４を閉鎖した際に、前記駆動ローラ１０

から回転力が伝達される従動ローラ１１とを備え、該従

動ローラ１１又は前記駆動ローラ１０のうち少なくとも

一方が摩擦車からなる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 基 材 の 成 膜 処 理 が 行 わ れ る 真 空 槽 本 体 と 、 該 真 空 槽 本 体 に 開 閉 自 在 に 設 け ら れ る 扉 と 、

を 備 え た 真 空 槽 と 、

　 該 扉 に 回 転 自 在 に 設 け ら れ て 前 記 基 材 が 保 持 さ れ る 保 持 具 と 、

　 該 保 持 具 を 回 転 さ せ る た め の 回 転 駆 動 手 段 と 、 を 備 え た 真 空 成 膜 装 置 で あ っ て 、

　 該 回 転 駆 動 手 段 が 、 電 動 機 に よ り 回 転 駆 動 さ れ る 駆 動 ロ ー ラ と 、 前 記 扉 に 回 転 自 在 に 設

け ら れ 、 且 つ 該 扉 を 閉 鎖 し た 際 に 、 前 記 駆 動 ロ ー ラ か ら 回 転 力 が 伝 達 さ れ る 従 動 ロ ー ラ と

を 備 え 、

　 該 従 動 ロ ー ラ 又 は 前 記 駆 動 ロ ー ラ の う ち 少 な く と も 一 方 が 摩 擦 車 か ら な る こ と を 特 徴 と

す る 真 空 成 膜 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 摩 擦 車 が 、 外 周 面 に 凹 溝 が 周 方 向 に 形 成 さ れ た ロ ー ラ 本 体 と 、

　 該 凹 溝 に 装 着 さ れ る ゴ ム リ ン グ と 、 か ら な る 、

　 請 求 項 １ 記 載 の 真 空 成 膜 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 真 空 状 態 に 於 い て 被 処 理 物 た る 基 材 の 表 面 に 成 膜 を 施 す こ と が で き る 真 空 成

膜 装 置 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 こ の 種 の 真 空 成 膜 装 置 と し て は 、 例 え ば 次 の よ う な も の が 存 在 す る 。 即 ち 、 こ の

従 来 の も の は 、 基 材 を 保 持 す る 基 材 保 持 具 と 、 基 材 に 成 膜 を 施 す 成 膜 ユ ニ ッ ト と を 有 す る

扉 が 真 空 槽 本 体 に 開 閉 自 在 に 設 け ら れ た も の で あ る 。 ま た 、 前 記 基 材 保 持 具 は 電 動 機 に よ

り 駆 動 さ れ る 回 転 駆 動 手 段 を 介 し て 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

か か る 回 転 駆 動 手 段 は 、 複 数 の 歯 車 群 か ら 構 成 さ れ る の が 一 般 で あ る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ）

。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 具 体 的 に は 、 真 空 槽 本 体 の 下 方 位 置 に 電 動 機 、 チ ェ ー ン 、 ス プ ロ ケ ッ ト 及 び 駆 動 歯 車 が

配 さ れ て お り 、 扉 を 閉 鎖 し た 際 に 、 基 材 保 持 具 の 回 転 軸 に 設 け た 従 動 歯 車 が 前 記 駆 動 歯 車

に 噛 合 し て 、 基 材 保 持 具 が 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ６ ８ ５ １ ７ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ５ ６ １ ３ ９ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 上 記 従 来 の 真 空 成 膜 装 置 は 、 回 転 駆 動 手 段 を 複 数 の 歯 車 群 で 構 成 し て い る が 、 扉 を 閉 鎖

す る 際 に 歯 車 同 士 を 適 切 に 噛 合 さ せ る の は 容 易 で は な か っ た 。 従 っ て 、 か か る 不 都 合 を 解

消 す る た め に 、 真 空 槽 本 体 側 の 駆 動 歯 車 が 、 扉 側 の 従 動 歯 車 か ら 逃 げ る よ う な 機 構 を 別 途

設 け る 必 要 が あ っ た 。 し か る に 、 こ れ に よ り 装 置 自 体 の 構 成 が 大 変 複 雑 と な っ て 、 製 作 費

用 が 嵩 む と い う 新 た な 問 題 点 を 生 ぜ し め る 結 果 と な る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 前 記 歯 車 同 士 が 完 全 に 噛 み 合 わ な い と 扉 を 閉 鎖 す る こ と が で き な い た め に 、 こ れ

が 作 業 効 率 を 低 下 せ し め る 一 因 と も な っ て い た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 更 に 、 歯 車 の 良 好 な 噛 合 状 態 を 維 持 す る た め に 、 該 歯 車 に は 適 宜 グ リ ス 等 の 潤 滑 剤 が 塗

布 さ れ る が 、 真 空 成 膜 装 置 が 所 謂 ク リ ー ン ル ー ム で 使 用 さ れ る よ う な 場 合 は 、 潤 滑 剤 が ク

リ ー ン ル ー ム を 汚 染 す る と い う 難 点 も 有 し て い た の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

10

20

30

40

50



(3) JP  2010-13704  A   2010.1.21

　 そ れ 故 に 、 本 発 明 は か か る 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、

回 転 駆 動 手 段 の 構 成 を 簡 略 化 す る こ と に よ り 、 簡 易 に 且 つ 安 価 に 製 作 で き る 真 空 成 膜 装 置

を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 に 係 る 真 空 成 膜 装 置 は 、 基 材 の 成 膜 処 理 が 行 わ れ る 真 空 槽 本 体 と 、 該 真 空 槽 本 体

に 開 閉 自 在 に 設 け ら れ る 扉 と 、 を 備 え た 真 空 槽 と 、 該 扉 に 回 転 自 在 に 設 け ら れ て 前 記 基 材

が 保 持 さ れ る 保 持 具 と 、 該 保 持 具 を 回 転 さ せ る た め の 回 転 駆 動 手 段 と 、 を 備 え た 真 空 成 膜

装 置 で あ っ て 、 該 回 転 駆 動 手 段 が 、 電 動 機 に よ り 回 転 駆 動 さ れ る 駆 動 ロ ー ラ と 、 前 記 扉 に

回 転 自 在 に 設 け ら れ 、 且 つ 該 扉 を 閉 鎖 し た 際 に 、 前 記 駆 動 ロ ー ラ か ら 回 転 力 が 伝 達 さ れ る

従 動 ロ ー ラ と を 備 え 、 該 従 動 ロ ー ラ 又 は 前 記 駆 動 ロ ー ラ の う ち 少 な く と も 一 方 が 摩 擦 車 か

ら な る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ れ に よ る と 、 保 持 具 に 基 材 を 保 持 さ せ た 状 態 で 扉 を 閉 鎖 す る と 、 真 空 槽 内 に 基 材 が 配

さ れ る こ と に な る 。 そ し て 、 真 空 槽 内 を 真 空 状 態 に す る と 共 に 、 電 動 機 を 駆 動 す る 。 こ れ

に よ り 、 電 動 機 の 回 転 力 は 駆 動 ロ ー ラ を 介 し て 従 動 ロ ー ラ に 伝 達 さ れ 、 保 持 具 が 回 転 し て

、 前 記 基 材 の 表 面 に 成 膜 処 理 が 施 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ の よ う に 、 保 持 具 の 回 転 駆 動 手 段 は 、 駆 動 ロ ー ラ と 従 動 ロ ー ラ と か ら な る ロ ー ラ 伝 動

に よ る も の で あ る 。 し か も 、 こ れ ら の ロ ー ラ の う ち 少 な く と も 一 方 は 摩 擦 車 か ら な る た め

に 、 扉 を 閉 鎖 す れ ば 、 駆 動 ロ ー ラ の 回 転 力 を 従 動 ロ ー ラ に 確 実 に 伝 達 す る こ と が 可 能 に な

る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 従 っ て 、 保 持 具 の 回 転 駆 動 手 段 と し て 歯 車 を 採 用 す る 従 来 の よ う に 、 扉 を 閉 鎖 す る 際 に

歯 車 の 噛 合 を 考 慮 し た り 、 歯 車 同 士 の 噛 合 を 良 好 に 行 わ し め る た め の 手 段 を 別 途 設 け る 必

要 は な く な る 。 こ れ に よ り 、 基 材 の 成 膜 処 理 が 効 率 良 く 行 え る こ と に な る の で 、 従 来 と 比

較 し て 作 業 性 が 大 幅 に 向 上 す る 。 し か も 、 従 来 よ り も 回 転 駆 動 手 段 の 構 成 が 簡 略 化 さ れ る

た め に 、 簡 易 に 且 つ 安 価 に 真 空 成 膜 装 置 を 製 作 す る こ と が で き る 。 更 に は 、 従 来 の 歯 車 に

よ る も の と は 異 な り 、 潤 滑 剤 の 塗 布 は 必 要 が な く な る た め に 、 ク リ ー ン ル ー ム 内 で 使 用 し

て も 該 ク リ ー ン ル ー ム を 汚 染 す る よ う な こ と も な い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 前 記 摩 擦 車 を 、 外 周 面 に 凹 溝 が 周 方 向 に 形 成 さ れ た ロ ー ラ 本 体 と 、 該 凹 溝 に 装 着

さ れ る ゴ ム リ ン グ と か ら 構 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 こ れ に よ る と 、 ロ ー ラ 本 体 の 凹 溝 に 装 着 さ れ た ゴ ム リ ン グ の 摩 擦 力 に よ り 、 従 動 ロ ー ラ

に 駆 動 ロ ー ラ を 介 し て 電 動 機 の 回 転 力 が 伝 達 さ れ て 、 保 持 具 が 回 転 す る こ と に な る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ の 場 合 、 ロ ー ラ 本 体 の 外 周 面 全 体 を ゴ ム 等 で 被 覆 し た も の に 比 し て 、 安 価 に 摩 擦 車 を

製 作 す る こ と が で き る 。 ま た 、 メ ン テ ナ ン ス 等 の 保 守 、 点 検 も 容 易 で 且 つ 運 転 コ ス ト を 低

減 で き る と い う 利 点 も あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 真 空 成 膜 装 置 を 簡 易 に 且 つ 安 価 に 製 作 す る こ と が で き

る と 共 に 、 一 連 の 作 業 を 効 率 的 に 行 う こ と が で き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。 図 １ は 本 実 施 形 態 に 係 る 真

空 成 膜 装 置 を 示 す 正 面 図 で 、 図 ２ は 同 平 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 略 円 筒 状 の 真 空 槽 １ は 、 半 円 筒 状 の 真 空 槽 本 体 ２ と 、 該 真 空 槽 本 体 ２ に ヒ ン ジ ３ を 介 し
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て 開 閉 自 在 に 設 け ら れ る 半 円 筒 状 の 扉 ４ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 真 空 槽 １ は 扉 ４ を 閉 鎖 す

る こ と に よ り 密 閉 さ れ て 、 排 気 ポ ン プ （ 図 示 せ ず ） に よ り 真 空 槽 １ 内 が 真 空 状 態 と さ れ る

。 ま た 、 真 空 槽 １ に は 被 処 理 物 で あ る 基 材 Ａ の 表 面 に 成 膜 を 施 す た め の 成 膜 ユ ニ ッ ト （ 図

示 せ ず ） が 内 装 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 前 記 真 空 槽 本 体 ２ の 側 方 に は 電 動 機 ５ が 配 さ れ て お り 、 下 向 き の 駆 動 軸 ６ に は ス プ ロ ケ

ッ ト ７ が 取 付 け ら れ て い る 。 か か る 電 動 機 ５ の 回 転 は 、 ス プ ロ ケ ッ ト ７ 、 チ ェ ー ン ８ 及 び

ス プ ロ ケ ッ ト ９ を 介 し て 、 真 空 槽 本 体 ２ の 下 方 位 置 に 設 け ら れ た 円 筒 状 の 金 属 製 駆 動 ロ ー

ラ １ ０ に 伝 達 さ れ る 。 前 記 扉 ４ を 閉 鎖 し た 際 に は 、 扉 ４ に 回 転 自 在 に 設 け ら れ た 円 筒 状 の

従 動 ロ ー ラ １ １ の 外 周 面 が 、 駆 動 ロ ー ラ １ ０ の 外 周 面 の 近 傍 位 置 に 対 面 配 置 さ れ る よ う に

設 定 さ れ て い る 。 か か る 従 動 ロ ー ラ １ １ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 外 周 面 に 二 条 の 凹 溝 １ ２

が 周 方 向 に 設 け ら れ た ロ ー ラ 本 体 １ ３ と 、 各 凹 溝 １ ２ に 装 着 さ れ る ゴ ム リ ン グ １ ４ と か ら

な る 。 こ の よ う に 本 実 施 形 態 で は 、 従 動 ロ ー ラ １ １ を 摩 擦 車 と し て 構 成 し て い る 。 ま た 、

凹 溝 １ ２ は 奥 部 側 程 幅 広 と な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 駆 動 ロ ー ラ １ ０ の 回 転 力 は 、 前 記

ゴ ム リ ン グ １ ４ の 摩 擦 力 に よ り 両 ロ ー ラ １ ０ 、 １ １ に 滑 り を 生 ぜ し め る こ と な く 、 従 動 ロ

ー ラ １ １ に 伝 達 さ れ る こ と に な る 。 以 上 で 説 明 し た 各 部 材 に よ り 、 後 述 す る 保 持 具 １ ９ の

回 転 駆 動 手 段 Ｂ が 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 前 記 従 動 ロ ー ラ １ １ の 回 転 軸 １ ５ は 扉 ４ の 底 板 １ ６ に 回 転 自 在 に 挿 通 さ れ て 、 そ の 先 端

部 に は 十 字 状 の 回 転 体 １ ７ の 中 央 部 が 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 回 転 体 １ ７ の 各 先 端 部 に は

円 盤 状 の テ ー ブ ル １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 各 テ ー ブ ル １ ８ の 中 央 に は パ イ プ 状 の 保 持 具 １

９ が 回 転 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 更 に 、 保 持 具 １ ９ の 下 端 部 に は 遊 星 歯 車 ２ ０ が 取 付 け ら

れ て い る 。 こ の 遊 星 歯 車 ２ ０ は 、 前 記 従 動 ロ ー ラ １ １ と 同 心 円 状 に 配 さ れ た 環 状 の 太 陽 歯

車 ２ １ に 噛 合 し て い る 。 こ れ に よ り 、 回 転 体 １ ７ を 介 し て 各 保 持 具 １ ９ が 従 動 ロ ー ラ １ １

の 回 転 軸 １ ５ を 中 心 に 公 転 す る と 共 に 、 各 保 持 具 １ ９ が 自 転 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。

尚 、 各 保 持 具 １ ９ の 上 端 部 は 、 前 記 回 転 体 １ ７ と 同 様 の 回 転 体 １ ７ に 回 転 自 在 に 取 付 け ら

れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 実 施 形 態 は 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い る 。 次 に 、 か か る 真 空 成 膜 装 置 を 使 用 し て プ ラ

ス テ ィ ッ ク 等 か ら な る 基 材 Ａ の 表 面 に 成 膜 を 施 す 場 合 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 先 ず 、 扉 ４ を 開 放 し て 、 各 保 持 具 １ ９ に 複 数 の 基 材 Ａ を 保 持 さ せ る 。 そ の 後 、 扉 ４ を 閉

鎖 し て 排 気 ポ ン プ を 始 動 し 、 真 空 槽 １ 内 を 真 空 状 態 と す る 。 こ の よ う に 真 空 槽 １ が 真 空 状

態 に な る と 、 そ の 負 圧 に よ り 扉 ４ と 真 空 槽 本 体 １ と が 強 固 に 密 着 す る こ と に な る 。 こ の た

め 、 扉 ４ と 真 空 槽 本 体 １ と の 密 着 状 態 を 維 持 す る た め の 手 段 を 別 途 設 け る 必 要 は な い 。 こ

れ に よ り 、 扉 ４ の 従 動 ロ ー ラ １ １ に 装 着 し た ゴ ム リ ン グ １ ４ が 駆 動 ロ ー ラ １ ０ の 表 面 に 圧

接 さ れ る こ と に な る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 次 に 、 電 動 機 ５ を 始 動 さ せ る と 、 そ の 回 転 は ス プ ロ ケ ッ ト ７ 、 チ ェ ー ン ８ 及 び ス プ ロ ケ

ッ ト ９ を 介 し て 駆 動 ロ ー ラ １ ０ に 伝 達 さ れ る 。 更 に 、 駆 動 ロ ー ラ １ ０ の 回 転 は ゴ ム リ ン グ

１ ４ を 介 し て 従 動 ロ ー ラ １ １ に 伝 達 さ れ る こ と に な る 。 こ れ に よ り 、 回 転 体 １ ７ 、 テ ー ブ

ル １ ８ 及 び 保 持 具 １ ９ を 介 し て 基 材 Ａ が 前 記 従 動 ロ ー ラ １ １ を 中 心 に 公 転 す る 。 か か る 公

転 に 伴 っ て 、 保 持 具 １ ９ の 下 端 部 に 設 け た 遊 星 歯 車 ２ ０ は 、 太 陽 歯 車 ２ １ に 噛 合 し て い る

の で 、 保 持 具 １ ９ は 自 転 す る こ と に な る 。 こ の 状 態 で 、 成 膜 ユ ニ ッ ト に よ り 基 材 Ａ に 成 膜

が 施 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 こ の よ う に 、 保 持 具 １ ９ の 回 転 駆 動 手 段 Ｂ は 、 駆 動 ロ ー ラ １ ０ 及 び 従 動 ロ ー ラ １ １ と か

ら な る ロ ー ラ 伝 動 に よ る も の で あ る 。 し か も 、 該 従 動 ロ ー ラ １ １ は 摩 擦 車 か ら な る た め に

、 扉 ４ を 閉 鎖 す れ ば 、 駆 動 ロ ー ラ １ ０ の 回 転 力 を 従 動 ロ ー ラ １ １ に 確 実 に 伝 達 す る こ と が

可 能 に な る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】

　 従 っ て 、 保 持 具 １ ９ の 回 転 駆 動 手 段 Ｂ と し て 歯 車 を 採 用 す る 従 来 の よ う に 、 扉 ４ を 閉 鎖

す る 際 に 歯 車 の 噛 合 を 考 慮 し た り 、 歯 車 同 士 の 噛 合 を 良 好 に 行 わ し め る た め の 手 段 を 別 途

設 け る 必 要 は な く な る 。 こ れ に よ り 、 基 材 Ａ の 成 膜 処 理 を 効 率 良 く 行 え る こ と に な る の で

、 従 来 と 比 較 し て 作 業 性 が 大 幅 に 向 上 す る 。 し か も 、 従 来 よ り も 回 転 駆 動 手 段 Ｂ の 構 成 が

簡 略 化 さ れ る た め に 、 簡 易 に 且 つ 安 価 に 真 空 成 膜 装 置 を 製 作 で き る の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 摩 擦 歯 車 た る 従 動 ロ ー ラ １ １ を 、 外 周 面 に 凹 溝 １ ２ が 周 方 向 に

形 成 さ れ た ロ ー ラ 本 体 １ ３ と 、 該 凹 溝 １ ２ に 装 着 さ れ る ゴ ム リ ン グ １ ４ と か ら 構 成 し て い

る 。 こ れ に よ る と 、 ロ ー ラ 本 体 １ ３ の 外 周 面 全 体 を ゴ ム 等 で 被 覆 し た も の に 比 し て 、 安 価

に 製 作 す る こ と が で き る 。 ま た 、 メ ン テ ナ ン ス 等 の 保 守 、 点 検 も 容 易 で 且 つ 運 転 コ ス ト を

低 減 で き る と い う 利 点 が あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 更 に は 、 従 来 の 歯 車 に よ る も の と は 異 な り 、 グ リ ス 等 の 潤 滑 剤 の 塗 布 は 必 要 が な い た め

に 、 ク リ ー ン ル ー ム 内 で 真 空 成 膜 装 置 を 使 用 し て も 、 該 ク リ ー ン ル ー ム を 汚 染 す る よ う な

こ と も な い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 尚 、 上 記 実 施 形 態 に 於 い て は 、 従 動 ロ ー ラ １ １ を 摩 擦 車 と し て 構 成 し て い る が 、 本 発 明

は 決 し て こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 駆 動 ロ ー ラ １ ０ を 摩 擦 車 と し て 構 成 し た り 、 両 ロ

ー ラ １ ０ 、 １ １ 共 に 摩 擦 車 で 構 成 し て も よ い 。 要 は 、 駆 動 ロ ー ラ １ ０ 又 は 従 動 ロ ー ラ １ １

の う ち 少 な く と も 一 方 が 摩 擦 車 か ら 構 成 さ れ れ ば よ い の で あ る 。 但 し 、 例 え ば 真 空 槽 本 体

２ に ２ 個 の 扉 ４ を 開 閉 自 在 に 設 け て 真 空 槽 １ を 構 成 す る よ う な 場 合 は 、 上 記 実 施 形 態 の よ

う に 各 扉 ４ に 設 け ら れ る 従 動 ロ ー ラ １ １ の 方 を 摩 擦 車 と す る の が 好 ま し い 。 こ れ は 、 前 記

回 転 駆 動 手 段 Ｂ に あ っ て は 、 一 般 に 摩 擦 車 に 設 け ら れ る ゴ ム リ ン グ 等 の 寿 命 が 最 も 短 い と

考 え ら れ る た め 、 扉 ４ に ゴ ム リ ン グ １ ４ 等 を 設 け て 摩 擦 車 と し た 方 が 交 換 の 頻 度 が 減 少 し

て 、 真 空 成 膜 装 置 の 運 用 上 の 利 点 が あ る か ら で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 、 摩 擦 車 の 具 体 的 な 構 成 も 、 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 外

周 面 全 体 に ゴ ム 等 を 設 け る よ う に 構 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 そ の 他 、 真 空 槽 １ や 回 転 体 １ ７ の 形 状 等 の 各 部 の 構 成 は 、 本 発 明 の 意 図 す る 範 囲 内 に 於

い て 任 意 に 設 計 変 更 自 在 で あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 真 空 状 態 で 被 処 理 物 た る 基 材 の 表 面 に 成 膜 処 理 を 施 す

真 空 成 膜 装 置 に つ い て 有 用 で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ １ 】

【 図 １ 】 実 施 形 態 に 係 る 真 空 槽 の 内 部 を 示 す 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 同 真 空 槽 の 内 部 を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 従 動 ロ ー ラ の 一 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 　 １ 　 　 　 　 真 空 槽

　 　 ２ 　 　 　 　 真 空 槽 本 体

　 　 ４ 　 　 　 　 扉

　 　 ５ 　 　 　 　 電 動 機

　 １ ０ 　 　 　 　 駆 動 ロ ー ラ

　 １ １ 　 　 　 　 従 動 ロ ー ラ

　 　 Ａ 　 　 　 　 基 材
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　 　 Ｂ 　 　 　 　 回 転 駆 動 手 段

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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